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10月4日（土）～19日（日）�

第26回コスモスまつり�

9月12日  きたえん坊将軍大交流会�

町民の動き（20.9.1現在）�

人口………6,871人（△  3）�
男…………3,207人（△  4）�
女…………3,664人（　  1）�
出生………… 2人�
死亡………… 6人�
転入………… 14人�
転出………… 13人�
世帯数……3,077戸（　  5）�
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「
き
た
え
ん
坊
将
軍
」
み
な
さ
ん
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
こ
れ

は
、
越
知
町
が
独
自
に
開
発
し
た
高
齢

者
の
方
の
「
体
操
」
の
こ
と
で
、
転
倒

し
て
骨
折
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
筋
肉
を
つ
け
て
ケ
ガ
を
す
る
こ
と

を
「
予
防
」
す
る
た
め
の
体
操
の
こ
と

で
す
。
こ
の
体
操
は
、
現
在
７
つ
の
地

区
を
は
じ
め
、
高
齢
者
施
設
で
も
取
り

組
ま
れ
る
な
ど
次
第
に
実
施
場
所
や
参

加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

体
操
が
行
わ
れ
て
い
る
７
つ
の
地
区

の
方
々
総
勢
約
80
名
が
一
堂
に
集
ま

り
、
日
ご
ろ
の
体
操
の
成
果
の
発
表
と
、

参
加
者
相
互
の
交
流
を
目
的
に
９
月
12

日
、
町
民
会
館
で
『
大
交
流
会
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
ご
ろ
の
体
操
の
成
果
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
、
年
齢
と

し

の
こ
と
を

忘
れ
て
一
生
懸
命
頑
張
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
。」

今
年
で
92
歳
を
迎
え
る
山
中
半
さ
ん

の
力
強
い
選
手
宣
誓
で
は
じ
ま
っ
た
大

交
流
会
は
、
開
会
直
後
か
ら
早
く
も
ヒ

ー
ト
ア
ッ
プ
。
競
技
の
内
容
は
、
日
ご

ろ
の
体
操
の
効
果
を
確
認
す
る
も
の
ば

か
り
で
す
。
開
会
直
後
に
行
わ
れ
た

「
秋
の
ソ
ナ
タ
」
は
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚

を
確
か
め
る
べ
く
安
全
に
配
慮
さ
れ
た

平
均
台
を
渡
り
、
お
じ
ゃ
み
を
投
げ
入

れ
る
競
技
で
す
。「
落
着
い
て
や
っ
た

ら
大
丈
夫
!!
」「
そ
ん
な
こ
と
言
う
た

ち
緊
張
す
ら
ぁ
よ
。」「
す
ご
い
。
ど
っ

さ
り
入
っ
た
や
か
。」。
応
援
す
る
人
も

競
技
す
る
人
も
地
区
が
一
丸
と
な
っ
て

競
技
・
応
援
を
行
い
ま
し
た
。

「
来
年
も
今
以
上
に
元
気
に
な
っ

て
交
流
会
を
し
た
い
。」

午
前
３
競
技
、
午
後
5
競
技
行
わ
れ

た
大
交
流
会
の
結
果
、

栄
え
あ
る
第
1
回
の
優
勝
チ
ー
ム
は

き
た
え
ん
ぼ
う
将
軍
Ｏ
Ｂ
会
Ｂ
。「
第

1
回
の
優
勝
に
名
を
刻
め
た
こ
と
は
う

れ
し
い
限
り
で
す
。」
優
勝
ト
ロ
フ
ィ

ー
を
持
つ
皆
さ
ん
の
顔
は
笑
顔
が
溢
れ

て
い
ま
す
。
最
後
に
参
加
者
全
員
で
記

念
撮
影
。「
こ
う
や
っ
て
越
知
町
の
い

ろ
ん
な
地
区
の
人
が
集
う
の
は
楽
し
い

ね
。」「
来
年
も
今
以
上
に
元
気
に
な
っ

て
大
交
流
会
に
参
加
し
た
い
。」「
来
年

は
優
勝
を
狙
い
ま
す
。」
参
加
す
る
7

地
区
の
皆
さ
ん
の
表
情
を
み
る
と
、
と

て
も
充
実
し
た
1
日
で
あ
っ
た
こ
と
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
大
交
流
会
終
了

後
、「
や
っ
ぱ
り
体
操
は
効
果
が
あ
る
。

こ
の
体
操
を
１
年
間
続
け
て
、
体
を
鍛

え
な
お
し
ま
す
。」

こ
の
大
交
流
会
を
き
っ
か
け
に
、
体

操
の
輪
が
地
域
に
広
が
り
、『
長
寿
の

町
越
知
町
』
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
栄
養
面
で
も
元
気
に
」

昼
食
は
、
越
知
町
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
（
正
岡
洋
子
会
長
）
に
よ
る
手

作
り
弁
当
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
に
起
こ
り
や
す
い

低
栄
養
を
改
善
し
、
食
生
活
へ
の
意
識

を
高
め
よ
う
と
す
る
事
業
の
一
環
で
、

当
日
は
15
名
の
推
進
員
が
、
見
た
目
に

も
鮮
や
か
な
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
栄

養
満
点
の
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
交
流
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
改

め
て
食
生
活
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

大
交
流
会
を
通
じ
て
、
越
知
町
内
の

い
ろ
ん
な
人
が
関
わ
り
、
つ
な
が
り
、

支
え
あ
う
き
っ
か
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

担
当
　
大
�
・
矢
野

〜
『
日
ご
ろ
の
体
操
の
成
果
を
見
て
み
ぃ
や
ぁ
!!
』
〜�



９
月
７
日
に
、
筏
津
を
含
め
た

野
老
山
10
地
区
か
ら
な
る
６
つ
の

自
主
防
災
組
織
（
参
加
者
200
人
）

が
、
南
海
地
震
を
想
定
し
て
「
地

域
の
み
ん
な
で
自
主
防
災
訓
練
」

を
野
老
山
小
学
校
と
野
老
山
ヘ
リ

ポ
ー
ト
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

南
海
地
震
発
生
の
緊
急
放
送
に

よ
り
、
各
地
区
か
ら
避
難
場
所
で

あ
る
野
老
山
小
学
校
ま
で
、
避
難

誘
導
訓
練
を
行
っ
た
後
、
水
消
火

器
と
粉
末
消
火
器
の
両
方
を
用
い

て
消
火
訓
練
を
実
施
し
、
続
い
て

高
吾
北
消
防
署
員
に
よ
る
応
急
手

当
法
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。
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自自自自分分分分たたたたちちちちのののの地地地地域域域域はははは
自自自自分分分分たたたたちちちちでででで守守守守るるるる

土
砂
災
害
防
災
訓
練
を
実
施
！

『
桑
薮
自
主
防
災
組
織
』

８
月
26
日
に
桑
薮
自
主
防
災
組
織
（
参
加

者
70
人
）
が
、
土
砂
災
害
を
想
定
し
て
防
災

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
雨
が
降
り
し
き
る

悪
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
桑
薮
集
落
か
ら

避
難
場
所
で
も
あ
る
桑
薮
ヘ
リ
ポ
ー
ト
ま
で
、

避
難
誘
導
訓
練
と
タ
ン
カ
な
ど
に
よ
る
傷
病

者
搬
送
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
吾
北
消
防
署
員
に
よ
る
応
急

手
当
法
の
講
習
を
受
け
、
県
警
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
「
く
ろ
し
お
」
に
よ
る
緊
急
搬
送
訓
練
を

行
い
、
炊
き
出
し
訓
練
に
よ
る
昼
食
を
取
っ

て
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
住
民
の
皆
さ
ん
、
並
び
に
消

防
団
員
、
高
吾
北
消
防
署
員
の
皆
さ
ん
、
た

い
へ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

消
防
団
員
が
造
成
し
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で

初
の
防
災
訓
練

『
野
老
山
地
区
自
主
防
災
組
織
』

最
後
に
、
野
老
山
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
使
用
し
て
、
県
消
防
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
「
り
ょ
う
ま
」
に
よ
る

傷
病
者
の
緊
急
搬
送
訓
練
を
行
い
、

訓
練
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

こ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
地
元
住

民
の
協
力
を
得
て
、
越
知
町
消
防

団
野
老
山
分
団
が
造
っ
た
防
災
拠

点
で
あ
り
、
同
地
区
が
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
折
に
、
最
大
限
効
果
を

発
揮
す
る
こ
と
が
地
区
住
民
一
同

か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
住
民
の
皆
さ
ん
、

並
び
に
消
防
団
員
を
始
め
と
す
る

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
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平
成
19
年
度
の
決
算
が
、一
般
会
計
を
は
じ
め
と

す
る
10
会
計
に
つ
い
て
、９
月
定
例
町
議
会
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
や
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
等
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
の
か
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
37
億
1,495
万

円
（
前
年
度
対
比
3
億
9,432
万
円
の
減
額
で
9.6
％
減
）

と
な
り
、
歳
出
総
額
36
億
1,834
万
円
（
前
年
度
対
比

3
億
7,820
万
円
の
減
額
で
9.5
％
減
）
で
歳
入
歳
出
差

引
9,661
万
円
か
ら
繰
越
明
許
費
2,655
万
円
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
7,006
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債

を
合
わ
せ
た
額
が
、前
年
度
と
比
べ
て
9,822
万
円

（
4.1
％
）の
減
と
な
り
、地
方
交
付
税
が
減
と
な
り
始

め
る
前
（
平
成
12
年
度
）
と
比
べ
て
み
る
と
、
実

に
4
億
3,238
万
円
（
15.8
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
に
よ

る
義
務
的
経
費
が
17
億
1,631
万
円
で
9,117
万
円
（
5.0
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
19
年
６
月
に「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

性
に
関
す
る
指
標
の
公
表
制
度
を
設
け
、
そ
の
比

率
に
応
じ
て
財
政
の
早
期
健
全
化
及
び
財
政
の
再

生
等
に
必
要
な
行
財
政
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
策
定
義
務
等
を
含
め
た
全
体
の
法
律
の
施

行
は
平
成
21
年
４
月
で
す
が
、
財
政
の
健
全
性
に

関
す
る
指
標
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
公
表
す
る
こ
と
と
な

る
の
は
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
（
以
下
「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
い
い
ま
す
。）
の
４
指
標
と

資
金
不
足
比
率
で
す
。

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
１
つ
で
も
早
期
健
全

化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
財
政
健
全
化
計
画

を
、ま
た
、資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以

上
と
な
っ
た
場
合
は
経
営
健
全
化
計
画
を
定
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
き

算
定
さ
れ
た
越
知
町
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
は
、す
べ
て
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
越
知
町
の
財
政
が
厳
し
い
状
況
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
徹
底
し

た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

歳
入
歳
出
の
内
訳
、
基
金
、
地
方
債
現
在
高
、

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

は
、
各
グ
ラ
フ
・
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成
19
年
度
決
算
状
況
お
よ
び

健
全
化
判
断
比
率
等
の
公
表
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用語の説明

実質赤字比率
健全化法に定められ

た財政指標の１つで、
一般会計等（普通会計）
を対象とした実質赤字
の標準財政規模に対す
る比率のこと。

連結実質赤字比率
健全化法に定められ

た財政指標の１つで、
全会計を対象とした実
質赤字の標準財政規模
に対する比率のこと。

実質公債費比率
健全化法に定められ

た財政指標の１つで、公
債費（地方債の元利償
還金）の水準を測る指標
であり、一般会計等（普
通会計）が負担する元利
償還金および準元利償
還金の標準財政規模に
対する比率のこと。従来
から用いられてきた「起
債制限比率」を見直し、
実態をより正確に把握す
るため、公営企業会計に
対する繰出金のうち元利
償還金相当分などが要
素に加えられています。
この比率が18％を超

えた場合、地方債を発
行するために国の同意
ではなく、許可が必要
になります。
また、25％以上にな

ると財政健全化団体と
なり一部の地方債の発
行が、35％以上になる
と財政再生団体となり
多くの地方債の発行が
制限されます。

将来負担比率
健全化法に定められ

た財政指標の１つで、地
方債の残高をはじめ一
般会計等（普通会計）が
将来負担すべき実質的
な負債の標準財政規模
に対する比率のこと。

資金不足比率
健全化法で上記の4

つの財政指標とともに
定められており、公営
企業会計の資金不足額
の事業規模に対する比
率のこと。

�

　　�　　�
基金現在高の状況�

　�　�

　��　�　�

地方債現在高の状況�

　�
健全化判断比率�

   
資金不足比率�

 �

および�

および�
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情報広場

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料

納
付
案
内
に
つ
い
て

高
知
社
会
保
険
事
務
局
で
は
国

民
年
金
収
納
事
務
に
つ
い
て
、
本

年
10
月
よ
り
「
株
式
会
社
ト
ラ
イ

ア
イ
高
知
支
店
」
に
民
間
委
託
し
、

保
険
料
の
納
め
忘
れ
等
が
な
い
よ

う
被
保
険
者
の
皆
様
に
ご
案
内
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
よ

り
、
社
会
保
険
事
務
所
の
ほ
か
、

委
託
業
者
か
ら
皆
様
の
ご
自
宅
に

お
電
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。（
※
土
日
・
夜
間
も

ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
）

委
託
業
者
は
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
決
定
し
、
委
託
を
受
け
た
事

業
者
は
国
家
公
務
員
と
同
様
の
守

秘
義
務
を
課
す
な
ど
情
報
の
保
護

に
つ
い
て
は
「
行
政
機
関
の
保
有

す
る
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
万
全
の
体
制
を
と
っ

て
お
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
案

内
は
本
人
お
よ
び
連
帯
納
付
義
務

者
（
配
偶
者
・
世
帯
主
）
に
行
っ

て
い
ま
す
。
留
守
の
場
合
は
、
時

間
帯
や
曜
日
を
変
え
て
改
め
て
お

電
話
し
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
戸
別
訪
問
や
文

書
に
よ
る
ご
案
内
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
方
へ

○
全
額
免
除
以
外
の
場
合
、
残
り

の
一
部
保
険
料
は
２
年
以
内
に

納
め
な
け
れ
ば
、
未
納
期
間
と

な
り
、
老
後
に
受
け
取
る
年
金

（
老
齢
基
礎
年
金
）
や
、
死

亡
・
障
害
に
対
す
る
年
金
（
障

害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
）
を
受
け
取
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
免
除
承
認
後
、

残
り
の
保
険
料
の
納
付
書
が
届

き
ま
す
の
で
、
必
ず
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
２
年
以
内
に
納
め

て
お
け
ば
免
除
さ
れ
た
保
険
料

は
10
年
以
内
に
遡
っ
て
追
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
経
過

年
数
に
応
じ
た
加
算
額
あ
り
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
西
社
会
保
険
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
７
５
―
１
７
１
７

住
民
課
年
金
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

地
震
に
強
い
安
全
な
住
ま
い
づ

く
り
を
目
指
す
為
、
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
補
助
事
業
を
今
年
度
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
対
象
と
な
る
住
宅

は
、
町
内
に
あ
り
、
次
の
要
件
を

満
た
す
木
造
住
宅
で
す
。

◎
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
建
物
で
昭
和
57
年
１
月

１
日
ま
で
に
竣
工
し
た
階
数
が
２

階
以
下
の
も
の

◎
在
来
軸
組
木
造
構
法
・
伝
統
構

法
で
建
て
ら
れ
た
も
の

◎
賃
貸
住
宅
は
、
耐
震
診
断
に
つ

い
て
借
主
の
同
意
を
得
て
い
る
も
の

（
※
注
）
プ
レ
ハ
ブ
、
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
、
丸
太
組
工
法
等
の
住
宅

は
対
象
外
で
す
。

【
個
人
負
担
金
】
３
’０
０
０
円

【
受
付
件
数
】

10
戸
（
受
付
順
）

【
受
付
期
間
】

11
月
30
日
（
金
）

※
診
断
は
、
高
知
県
建
築
士
事
務

所
協
会
に
委
託
し
、
高
知
県
木
造

住
宅
耐
震
診
断
士
に
登
録
さ
れ
て

い
る
診
断
士
の
派
遣
に
よ
り
実
施

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

総
務
課
　
担
当
　
大
崎

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

お
済
で
す
か

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
１
日
行
政
相
談
所
」

国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
で
困
っ

て
い
る
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
省
の
行

政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
務
省
で
は
、
毎
年
10
月
に

「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
を
設
け
、

多
く
の
方
々
に
行
政
相
談
を
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
の

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

越
知
町
で
も
、
次
の
と
お
り
、

総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
行
政

相
談
委
員
が
「
一
日
行
政
相
談
所
」

（
無
料
・
秘
密
厳
守
）
を
開
設
し

ま
す
。
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

10
月
17
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】

役
場
１
階
会
議
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

行
政
相
談
委
員
　
大
原
竹
子

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
８
０
８

行
政
無
料
相
談

行
政
書
士
高
吾
北
支
部
で
は
次

の
日
程
で
行
政
無
料
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
窓
口
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

10
月
６
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】

役
場
前
駐
車
場

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
高
吾
北
支
部

藤
本
　
文
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
４
―
３
３
８
７
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情報広場

交
通
事
故
被
害
者
の
家
庭
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、

育
成
資
金
の
貸
付
や
介
護
料
の
支
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。
育
成
資
金
の
貸
付
は
、
自
動
車
事
故
が
原

因
で
保
護
者
が
死
亡
し
た
り
、
重
度
の
後
遺
障
害

を
残
す
こ
と
に
な
り
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
家

庭
の
児
童
（
中
学
生
以
下
）
に
義
務
教
育
終
了
ま

で
の
経
済
的
手
助
け
を
行
う
制
度
で
す
。

ま
た
、
介
護
料
は
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で
重

度
の
後
遺
障
害
を
持
ち
、
介
護
が
必
要
な
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

【
育
成
資
金
貸
付
額
】

一
　
時
　
金
１
５
５
’０
０
０
円

入
学
支
度
金
　
４
４
’０
０
０
円

月
　
　
額
　
　
２
０
’０
０
０
円

【
介
護
料
（
月
額
）】

重
度
後
遺
障
害
診
断
の
段
階
に
よ
っ
て
月
額
約

３
万
円
か
ら
13
万
円
ま
で
支
給
額
は
異
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
３
１
―
１
８
１
７

10
月
1
日
〜
11
月
31
日
は
麻

薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
期

間
で
す
。

薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
は
、
一

度
始
め
た
ら
自
分
の
力
で
は
ゼ
ッ

タ
イ
に
止
め
ら
れ
な
い
こ
と
。
誘

わ
れ
た
ら
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
」

と
、
こ
と
わ
る
勇
気
が
大
切
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
好
奇
心
や
、
一

度
だ
け
な
ら
大
丈
夫
と
い
っ
た
心

の
隙
が
命
取
り
。
病
院
や
薬
局
で

あ
な
た
の
た
め
に
処
方
さ
れ
た
薬

以
外
の
薬
物
は
、
ゼ
ッ
タ
イ
に
飲

ま
な
い
、
持
た
な
い
、
使
わ
な

い
！
を
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

中
央
西
薬
物
乱
用
防
止
推
進
協

議
会
・
中
央
西
福
祉
保
健
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
―
２
５
８
８

保
護
者
や
先
生
方
、
教
育
関
係

者
を
中
心
と
し
た
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

「
学
校
や
家
庭
、
地
域
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
に
つ
い

て
考
え
る
」
と
い
う
内
容
の
講
演

会
で
す
の
で
町
民
の
皆
様
も
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

10
月
12
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
講
演
内
容
】

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電

話
時
代
の
子
育
て
教
育
」

【
講
師
】

群
馬
大
学
特
任
教
授

下
田
　
博
次

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
運
動
期
間

講
演
会
の
お
知
ら
せ

環
境
講
座
で
は
今
年
２
月
、
日
高
村
で
行
わ
れ
て
い

る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
精
製
プ
ラ
ン
ト
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
学
校
給
食
、
飲
食
店
、
家
庭
か
ら

回
収
し
た
廃
食
用
油
を
環
境
に
優
し
い
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
に
精
製
し
て
利
用
し
、
地
球
に
優
し
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
こ

で
、
環
境
講
座
で
は
そ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
た
い
と

思
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
廃
食
用
油
を
回
収
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
収
日
時
】

11
月
１
日
〜
３
日
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
越
知
町
文
化
祭
開
催
期
間
中
）

【
場
所
】

町
民
会
館
（
玄
関
ロ
ビ
ー
）

※
使
い
終
わ
っ
た
油
は
十
分
に
冷
ま
し
、
天
か
す
な
ど

を
で
き
る
だ
け
漉
し
て
か
ら
、
使
用
済
み
の
洗
っ
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
入
れ
、
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
古
く
な
っ
た
油
で
も
大
丈
夫
で
す
。

※
回
収
す
る
の
は
植
物
性
の
油
だ
け
で
す
。
ラ
ー
ド
な

ど
の
動
物
性
油
や
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
回
収
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

担
当
　
宮
崎
・
片
岡

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

廃
食
用
油
回
収
の
お
知
ら
せ
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8広報おち＊10月号

情報広場

①インフルエンザと普通の風邪との違い
・インフルエンザは、インフルエンザウィルスに感染することによってかかり、普通の風邪に比べて全身症
状が強いのが特徴です。

・インフルエンザは、流行すると短期間に小児から高齢者まで膨大な人を巻き込み、特に６５歳以上の方や
慢性疾患のある方では重症化につながるという点でも普通の風邪とは異なります。

②インフルエンザの典型的な症状
・突然の高熱、頭痛、関節痛、筋肉痛など全身症が強く、のどの痛み、咳、鼻水などもみられます。
・気管支炎や肺炎などを合併し、重症化することが多いのも特徴です。

③インフルエンザの予防法
・インフルエンザは、かかっている人が咳・くしゃみなどをした時に空気中に浮かぶ小さな感染源を別の人
が吸うことによって感染します。次のことに気をつけましょう。

○インフルエンザ予防接種を受ける　○外出時はマスクをする　　○帰宅時は手洗い・うがいを心がける
○室内の乾燥に気をつける　　○流行期間中は人ごみを避ける　　○日頃から十分な栄養・休養をとる

＊予防接種の効果は、接種後約２週間から約５ヵ月とされています。例年インフルエンザの流行のピーク
は１月から２月ですので、流行する前に接種を受けておくことがより効果的と言えます。

④公費による接種について
対象者：越知町に住民登録があり、接種当日①、②のうちで本人が接種を希望する方

①６５歳以上の方
②６０歳以上６５歳未満で心臓、腎臓、呼吸器に重い障害がある方（身体障害者手帳１級相当者）

実施期間：10月1日（水）～12月31日（水）
実施医療機関：町内の医療機関・県下委託医療機関
申し込み方法：事前に希望の医療機関に接種日時をご確認の上、健康保険証または年齢を確認できるも

のを持参し、接種を申し出てください。
接種料金（自己負担金）：　1，000円（上記期間中１回のみ）
＊生活保護受給者（65歳以上）の方は、免除証明書を持参すれば自己負担金免除
注）対象者の方は、事前に申請書を住民課へ提出する必要があります。

◆お問い合わせ先 保健福祉センター　保健衛生係　TEL２６－３２１１

65歳以上「インフルエンザ」予防接種のお知らせ

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

こ
の
「
浄
化
槽
の
日
」
は
、
浄

化
槽
の
設
置
や
管
理
方
法
等
に
つ

い
て
定
め
て
い
る
浄
化
槽
法
が
昭

和
60
年
10
月
１
日
に
全
面
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

合
併
処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の

水
洗
化
で
快
適
な
生
活
が
楽
し
め

る
だ
け
で
な
く
、
き
れ
い
な
水
を

川
な
ど
の
自
然
に
帰
し
、
美
し
く

豊
か
な
自
然
を
守
り
ま
す
。

平
成
13
年
４
月
か
ら
は
、
単
独

処
理
浄
化
槽
の
新
設
が
原
則
禁
止

さ
れ
、
地
球
に
や
さ
し
い
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
が
す
す
ん
で
い

ま
す
。
浄
化
槽
は
下
水
道
と
同
程

度
の
汚
水
処
理
性
能
を
持
つ
も
の

で
す
が
、
正
し
い
使
い
方
と
適
正

な
維
持
管
理
が
な
さ
れ
な
い
と
、

本
来
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

浄
化
槽
の
設
置
後
は
、
保
守
点

検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を
行
っ

て
、
高
知
県
の
美
し
い
自
然
を
み

ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
保
守
点
検
は
定
期
的
に
行
う
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

知
事
に
登
録
し
た
保
守
点
検
業
者

に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

【
登
録
業
者
】

・
㈱
越
知
清
掃
設
備
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
２
６
３

・
㈲
高
吾
北
衛
生
社
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
０
５
３

○
清
掃
は
年
1
回
以
上
の
実
施
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
長

の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

【
許
可
業
者
】

・
越
知
衛
生
㈲

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
５
９
１
　

・
㈱
越
知
清
掃
設
備
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
２
６
３

・
㈲
高
吾
北
衛
生
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
０
５
３
　

○
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能

が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
確
認

す
る
大
変
重
要
な
検
査
で
す
。
年

１
回
必
ず
高
知
県
環
境
検
査
セ
ン

タ
ー
（
電
話
０
８
８
―
８
６
０
―

２
４
０
０
）
で
受
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
　
本
町
で
は
、
下
水
道
供
用
開

始
区
域
（
小
舟
か
ら
10
区
）
は
、

越
知
町
公
共
下
水
道
に
接
続
と
な

り
ま
す
。
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佐川警察署・交通安全協会佐川支部　TEL22－0110

●ご協力くださった会費は、協会活動の小学生にﾗﾝﾄﾞｾﾙｶﾊﾞｰをあげたり、看板・ｶｰﾌﾞに回転灯をつけたり、学校や高齢者の
交通教室の活動に役出させていただいています。�
�また、協会は免許更新案内も委託されています。�
●会員には、ﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄの貸出、優良表彰、更新手続きを忘れてる方へ連絡をしています。�
センターでの入会も佐川支部会員になりますのでよろしくお願いします。�

10月11日（土）～「全国地域安全運動」がスタートします�

期間　10月11日（土）～20日（月）�

平成20年全国地域安全運動・メインスローガン�

『「安全・安心まちづくりの日」高知県民のつどい』のご案内�
�犯罪のない安全・安心まちづくりの気運を高め、県民みんなで犯罪の被害に遭わず安全で安心して暮らせ�
る高知県づくりを進めるため、「高知県民のつどい」が開催されます。�
�
　①開催日時：10月11日（土） 午後1時～午後3時30分�
　②開催場所：高知市朝倉戊「ふくし交流プラザ」�
��内容は、防犯功労表彰や、関西国際大学の桐生正幸教授による基調講演「子どもたちを犯罪の被害から守
るために今私たちにできること」の他、高知警察署員による寸劇「気をつけよう振り込め詐欺」などです。�

�  ※10月11日は「安全・安心なまちづくりの日」です�

みんなでつくろう安心の街�
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「
新
し
い
駅
」
の
未
来
予
想

８
月
27
日
（
水
）、
９
月
10
日

（
水
）、
越
知
町
役
場
に
て
第
３
、

４
回
Ｊ
Ｒ
越
知
駅
跡
地
活
用
検
討

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
検
討
委
員
約
20
名
出
席
）

第
３
回
検
討
委
員
会
で
は
、

・
８
月
９
日
に
開
催
し
た
「
夕
涼

み
会
」
の
反
省
、
今
後
の
イ
ベ
ン

ト
展
開
に
つ
い
て

・
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
地
域
資
源

の
再
発
見
「
越
知
町
世
間
遺
産
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
０
０
８
」
に
つ

い
て
（
９
月
20
日
開
催
）

・
投
函
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
越
知
駅
跡
地

活
用
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
検
討
委
員
会
で
は
テ
ー

ブ
ル
を
３
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
ブ
ル
で
、
未
来
予
想
「
も

し
越
知
駅
跡
地
を
何
も
し
な
か
っ

た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
」、
最

高
の
未
来
予
想
「
も
し
越
知
駅
跡

地
を
活
用
し
て
い
け
ば
ど
う
な
る

だ
ろ
う
か
」
の
両
面
か
ら
検
討
。

越
知
駅
跡
地
の
未
来
予
想
を
描
き

ま
し
た
。

次
回
は
最
高
の
未
来
予
想
を
実

現
す
る
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て

検
討
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

未来予想「越知駅跡地を何もしなかったら・・・」

【Ａグループ】
環境問題や青少年問題等、悪い方向へ発展、
税金の無駄遣い等により、住民から不信感が募り、
住民の互助活動によるコミュニティ形成力の低下が心配に。
ただし、優良企業が現れるかも・・・
【Ｂグループ】
町の中枢ともいうべき場所の放置は、
空き店舗の増大、過疎化に拍車がさらにかかり、
跡地は無法地帯化し、町民の批判にさらされる・・・
【Ｃグループ】
町民への約束を守らないと将来に希望が持てず、
町に活力がなくなって廃墟になり、最後は林に・・・

最高の未来予想「越知駅跡地を活用していけば・・・」

【Ａグループ】
熱意のある方や、住民ボランティアにより、よい商品の提供（安心
安全な無農薬野菜等…）や、清潔な施設環境等（三階建の建物、
図書館、集会所、トイレ、駐車スペース…）を心がけてまちづくりを
行えば、人は集まってくる（温泉、企業誘致、ミニ八十八ヶ所…）。

【Ｂグループ】
人が集まれば町も人も元気になり（コミュニティセンター、喫茶、
カラオケ、観光情報…）、
お金が集まる（温泉、ヒット商品、カジノ、整体…）
好循環（企業誘致、寄附、建物大改修…）になっていく。

【Ｃグループ】
みんな協力して（地域内外の組織…）予算と建物（ランドマーク
となる建物…）、場所（周辺を含めた…）、
やり方（商店街の販売窓口、テナント募集、出資者を募る…）を
工夫し、人が集まる場所（新鮮な野菜や魚、特産品、長い営業時
間、宿泊、カラオケ…）をつくれば、よい方向（観光ツアーの拠
点、特産品のヒット、町の観光ＰＲ…）へ。
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引き続き、委員会では皆さんの
ご意見をお待ちしています

検討委員会では、越知駅の活かし方
や、まちづくりについて、町内の皆さ
んのアイデアや意見を募集します。
ＪＲ越知駅跡地をはじめ、役場、金

融機関に目安箱を設置、ご意見の集約
をした上で計画検討のための資料とし
て検討委員会で活用していきます。
積極的な皆さんのご意見や、アイデ

アをお待ちしています。

コスモスまつりに合わせ
イベントをします

ＪＲ越知駅跡にて、毎年大勢の人で
賑わうコスモスまつり（10/4～19開催
予定）に合わせ、宮の前公園のにぎわ
いを町の中心部へ繋げていこうとイベ
ント開催の準備を進めています。詳細
については、当日コスモスまつりの会
場にてお知らせします。
みなさんぜひお立ち寄りください。

◆お問い合わせ先

越知町商工会内
（ＪＲ越知駅跡地活用検討委員会事務局）
TEL 26－1181
産業建設課
TEL 26－1105

ＪＲ越知駅跡地活用アンケート集計（その１）

【新しい駅の機能】
・飲食店（うどん、中華料理、回転寿司）
・ドライブスルーの店舗等、現在の建物を活用
・キヨスクのようなお店があると便利
・農産物直売所、新鮮な魚等の販売（地産地消）
・地場産品売り場メインでは活気が心配（運営面、収入面）
・地元の催しや観光等の情報拠点
・ふれあい、なごみの場（花壇づくり）
・遊べる場所（カラオケ等）
・快適なバス等の待合い所（雨対策、冷暖房等）
・きれいなトイレ（観光バスのトイレ休憩所）
・ジュースの自動販売機、ゴミ箱の設置
・近隣店舗との共同駐車場の設置（駐輪場等も）

【その他】
・JRバスが停車すると勘違いするので名前の変更を
・駐在所の移転、コンビニに集まる未成年対策
・周辺店舗の駐車場を子どものたまり場にしないように
・酔っ払いの人が集まるので明るいスペースに
・JR越知駅跡地周辺の民家に迷惑がかからないように
・横断歩道をつくり、越知駅跡地周辺を一区画として整備
・町がさびれていっている、活気あふれる町に
・県内各地名所があるが、町の拠点としての活気がない
・国道沿いの町内の中心、他地域等一目おかれるものを
・町民の誇りになる場所、次世代へ地域に根ざした場所に

高
知
県
知
事
が
市
町
村
に
出
向

き
、
地
域
の
方
々
と
の
対
話
を
通

じ
て
、
地
域
の
実
情
や
課
題
を
把

握
し
、
地
域
の
声
を
県
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

『「
対
話
と
実
行
」
座
談
会
』
が
８

月
26
日
に
町
民
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

地
域
住
民
と
の
意
見
交
換
で

は
、
農
業
や
教
育
、
商
工
業
の
活

性
化
、
過
疎
化
の
進
む
中
山
間
地

域
対
策
な
ど
、
越
知
の
現
状
や
問

題
点
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

最
後
に
知
事
か
ら
は
「
い
ろ
い

ろ
率
直
に
ご
意
見
を
賜
っ
て
感
謝

し
て
い
る
。
本
日
伺
っ
た
ご
意
見

地
域
の
声
を
県
政
に
生
か
す
た
め
に

は
聞
き
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、
し
っ

か
り
今
後
の
県
政
に
反
映
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
我
々
も
一
生
懸
命
頑
張
る

の
で
、
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
参
加
者
や
傍
聴

者
な
ど
に
熱
心
に
話
さ
れ
ま
し

た
。

※
越
知
町
で
の
『「
対
話
と
実
行
」

座
談
会
』
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
高
知
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.kochi.jp/̃k

ensei/zadankai/index.htm

）

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



主
人
公
は
大
学
１
年
の
男
の

子
。
都
会
で
の
受
験
に
失
敗
し
、

不
本
意
に
も
親
の
故
郷
・
高
知
で

学
生
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た

篤
史
。
従
兄
弟
か
ら
本
場
「
よ
さ

こ
い
祭
り
」
に
参
加
し
て
く
れ
、

と
懇
願
さ
れ
、
渋
々
ブ
ロ
グ
開
設

や
踊
り
の
練
習
を
し
て
い
く
う
ち

に
、
及
び
腰
が
本
腰
に
。
若
者
と

祭
り
の
熱
気
を
爽
や
か
に
描
き
き

っ
た
傑
作
長
篇
。

子
ど
も
の
本

「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘
宝
」

上
・
下

Ｊ.

Ｋ.

ロ
ー
リ
ン
グ
　
著

『
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
』
シ
リ
ー

ズ
日
本
語
版
最
終
巻
！
第
１
巻
発

売
か
ら
10
年
、
つ
い
に
完
結
を
迎

え
ま
す
。
ハ
リ
ー
の
運
命
は
ど
う

な
る
の
か
？

【
開
館
日
時
】

火
曜
〜
日
曜

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

（
休
館
日
　
月
曜
・
年
末
年
始
）

お
す
す
め
図
書
の
ご
紹
介

お
と
な
の
本

「
夏
草
の
賦
」
上
・
下

司
馬
遼
太
郎
　
著

英
雄
豪
傑
が
各
地
に
輩
出
し
、

互
い
に
覇
を
競
い
あ
っ
た
戦
国
の

世
、
四
国
土
佐
の
片
田
舎
に
野
望

に
燃
え
た
若
者
が
い
た
。
そ
の
名

は
長
曽
我
部
元
親
。
わ
ず
か
一
郡

の
領
主
で
し
か
な
か
っ
た
彼
が
、

武
力
調
略
な
い
ま
ぜ
て
土
佐
一
国

を
制
す
る
や
、
近
隣
諸
国
へ
な
だ

れ
込
ん
だ
。
四
国
を
征
服
し
、
あ

わ
よ
く
ば
京
へ
…
。
が
、
そ
こ
で

は
織
田
信
長
が
隆
盛
の
時
を
迎
え

ん
と
し
て
い
た
。

「
夏
の
く
じ
ら
」

大
崎
　
梢
　
著
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本
の
森
　
　
　
　
図
書
館
だ
よ
り

消防署だより

高吾北消防署の「New Face」！
4月から消防学校へ入校し初任教育課程を修了し消防士としての基礎実技と学術および厳正な規律とおう盛な
士気並びに体力を身につけた２人の紹介をしたいと思います。

““New  FaceNew  Face””

氏　　　 名：畠中
はたけなか

宏文
ひろふみ

（26）
メッセージ：今年の4月から高吾

北消防本部に配属と
なりました。町民の
皆様が安心して暮ら
していけるよう精一
杯頑張りますのでよ
ろしくお願いしま
す。

氏　　　名：吉岡
よしおか

憂
ゆう

（21）
メッセージ：町民の皆様に信頼さ

れるような消防士に
なれるよう日々訓練
に励んでいきたいと
思います。よろしく
お願いします。

高吾北消防署の「New Face」を覚えていただけましたでしょうか？
２人は、高吾北消防署（越知町）で勤務につきます、みなさんどうぞよろしくお願いします。

◆お問い合わせ・病院紹介先 高吾北消防署　TEL２６－２１１１

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
　
カ
レ
ー
Ｖ

Ｓ．

ち
ょ
う
の
う
り
ょ
く
」

原
ゆ
た
か
　
著

地
球
が
す
べ
て
カ
レ
ー
に
な

る
？
ゾ
ロ
リ
は
そ
れ
を
超
能
力
で

と
め
ら
れ
る
の
か
…
超
能
力
を
身

に
つ
け
た
ゾ
ロ
リ
は
、
３
人
の
超

能
力
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
出

会
う
。
カ
レ
ー
を
食
べ
よ
う
と
、

み
ん
な
で
カ
レ
ー
工
場
に
忍
び
込

む
が
、
そ
の
工
場
に
は
恐
ろ
し
い

秘
密
が
…
。
大
人
気
シ
リ
ー
ズ
、

待
望
の
最
新
刊
。

※
図
書
館
か
ら
の
お
願
い

本
の
森
図
書
館
で
は
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
、
新
古
本
（
購
入
１
年

以
内
の
も
の
）
の
寄
贈
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
一
度
読
ん
で
書

棚
の
隅
に
眠
っ
て
い
る
本
が
あ
れ

ば
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
図
書
館
に
な
く
て
も
、

気
に
な
る
本
、
読
ん
で
み
た
い
本

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０



ち
ょ
っ
と
前
の
話
で
す
が
、
先
月
、

竹
島
・
独
島
の
話
で
書
き
そ
び
れ
た
文

殊
際
で
の
歌
謡
シ
ョ
ー
の
こ
と
を
、
今

月
は
お
話
し
し
ま
す
。

７
月
の
あ
る
朝
、
高
知
新
聞
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
に
、「
国
際
交
流
員
、
孫
・

仙
正
さ
ん
、
歌
謡
シ
ョ
ー
」
！
こ
の
と

て
つ
も
な
い
（？）
お
話
の
発
端
は
、
本
番

の
数
週
間
前
の
あ
る
日
で
し
た
。
相
も

変
わ
ら
ず
週
末
の
夜
は
お
酒
と
仲
良
し

し
て
い
る
私
(^^♪
職
場
の
上
司
で
も
あ
り
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
私
の
日
本
の
お
母

さ
ん
で
も
あ
る
Ｒ
さ
ん
と
、
２
人
で
楽

し
く
グ
ラ
ス
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
た
ま
た
ま
隣
の
テ
ー
ブ
ル
で
盛
り

上
が
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
、
ニ
ュ

ー
シ
テ
ィ
ー
33
お
ち
商
店
会
役
員
の
皆

さ
ん
。
挨
拶
を
交
わ
し
た
そ
の
瞬
間
か

ら
、「
あ
あ
〜
　
孫
さ
ん
で
す
ね
！
　
よ

っ
し
ゃ
！
今
度
の
文
殊
祭
、
孫
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー
を
や
っ
て
く
れ
ま
せ
ん

か
！
韓
国
の
民
族
衣
装
で
、
ド
ン
と
派

手
に
！
」

え
え
っ
〜
(̃_̃;)

そ
ん
な
、
私
の
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ん
か
。
で
き
る
わ
け
が
な

い
！
考
え
て
も
な
い
い
き
な
り
の
提
案

に
ビ
ッ
ク
リ
。
こ
の
危
険
な
お
話
を
ど

う
交
わ
せ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず
固
ま
っ

て
い
る
私
。
し
か
し
そ
ん
な
私
の
隣
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
Ｒ
さ
ん
、
ノ
リ
も
よ
く

「
あ
あ
〜
　
グ
ッ
ト
・
ア
イ
デ
ア
〜
！

私
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ん
で
す
が
、
冬

ソ
ナ
い
か
が
で
す
か
冬
ソ
ナ
！
」

「
あ
、
い
い
で
す
ね
〜
！
さ
す
が
！
で

は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」
(――;)
こ
ん

な
展
開
、
さ
す
が
に
や
ば
い
！
　
と
は

思
っ
て
い
ま
し
た
が
…
…

結
果
は
次
の
通
り
に
。
笑
。

松
田
聖
子
と
、
韓
国
ト
ロ
ッ
ト
系

（
日
本
の
演
歌
み
た
い
な
ジ
ャ
ン
ル
）
の

女
王
、
シ
ム
・
ス
ボ
ン
の
歌
な
ど
を
一

所
懸
命
練
習
し
て
、
当
日
皆
さ
ん
の
前

で
歌
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

司
会
を
務
め
て
い
た
２
人
の
方
の
機

知
に
富
ん
だ
滑
ら
か
な
進
行
の
お
陰
も

あ
っ
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
上
が

り
、
ビ
ー
ル
も
た
く
さ
ん
ご
馳
走
に
な

り
、
韓
国
を
意
味
す
る
唐
辛
子
の
入
っ

た
セ
ン
ス
満
点
の
お
花
束
な
ど
も
頂
き
、

と
っ
て
も
楽
し
い
お
時
間
で
し
た
！
見

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！
(^_^)

最
初
は
正
直
あ
ま
り
気
が
の
ら
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
終
わ
っ
て
か
ら
考
え

て
み
れ
ば
、
自
分
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ん

か
、
韓
国
で
は
恐
ら
く
あ
り
え
な
い
貴

重
な
体
験
で
す
ね
。
こ
の
機
会
を
通
じ

て
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
々
と
知
り
合

え
た
し
、
私
の
こ
と
も
分
か
っ
て
頂
い

て
、
と
て
も
有
益
な
経
験
だ
っ
た
な
ぁ

と
思
え
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
人
生
初
め
て
の
自
分
の

歌
謡
シ
ョ
ー
が
あ
り
、
楽
し
い
夏
祭
り

が
あ
り
、
大
好
き
な
浴
衣
と
花
火
も
あ

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
か
っ
こ
い
い
北

島
選
手
（ß）
も
あ
り
、
楽
し
か
っ
た
２
０

０
８
年
日
本
で
の
夏
は
過
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。

そ
し
て
今
は
、
時
あ
た
か
も
身
も
心

も
豊
な
季
節
、
秋
で
す
ね
。
天
高
く
馬

は
肥
え
、
わ
た
し
も
肥
え
(？_？)
。
あ
っ
、

じ
ゃ
な
く
て
。

と
に
か
く
真
っ
青
な
空
、
雲
の
佇
ま

い
に
も
、
風
の
香
り
に
も
、
良
く
熟
成

し
た
秋
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
自
然
が
き

れ
い
な
越
知
で
、
胸
い
っ
ぱ
い
秋
の
香

り
を
詰
め
込
ん
で
目
覚
め
ら
れ
る
朝
は

と
っ
て
も
爽
や
か
で
、
秋
夜
は
ま
た
そ

の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
名
前
だ
け
で
す
ぐ

胸
が
膨
ら
ん
で
し
ま
い
、
私
は
な
か
な

か
眠
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
季
節
に
は
、

古
本
屋
さ
ん
に
で
も
駆
け
つ
け
、
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
恋
愛
小
説
く
ら
い
買
っ
ち

ゃ
い
ま
し
ょ
う
か
。
色
褪
せ
た
古
い
紙

と
昔
の
書
体
に
さ
え
、
な
ん
だ
か
情
が

湧
い
て
し
ま
し
そ
う
な
、
心
豊
な
季
節

で
す
。
も
ち
ろ
ん
美
味
し
い
サ
ン
マ
さ

ん
と
、
好
き
な
人
た
ち
と
の
長
電
話
お

し
ゃ
べ
り
も
、
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
！_

「

眠

れ

な

い

2

泊

3

日

、

ソ
ン
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
わ
く
わ
く

韓
国
！
」

越
知
町
国
際
交
流
協
会
か
ら
、
晩
秋

の
韓
国
旅
行
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
！一

般
観
光
客
向
け
の
と
こ
ろ
で
は
な

く
、
普
通
の
韓
国
人
た
ち
が
よ
く
行
く

店
、
知
ら
れ
て
い
な
い
穴
場
な
ど
を
中

心
に
し
た
う
え
、
参
加
者
皆
さ
ん
の
希

望
に
添
え
る
プ
ラ
ン
を
立
て
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
！

魅
力
と
パ
ワ
ー
の
あ
ふ
れ
る
お
隣
の

国
コ
リ
ア
で
、
眠
れ
な
い
ワ
ク
ワ
ク
2

泊
3
日
、
ご
一
緒
に
い
か
が
で
し
ょ
う

か
！

【
い
　
つ
】
11
月
７
日（
金
）〜
９
日（
日
）

【
ど
こ
へ
】
韓
国
ソ
ウ
ル
　

【
募
集
人
数
】
15
人
！

【
締
切
日
】
10
月
10
日
（
金
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
　
担
当
　
河
添
・
ソ
ン

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０
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が
、
そ
し
て
そ
れ
に
垂
ら
す
五
色

の
紙
で
作
る
「
四
手
し

で

（
垂
）」
を

女
性
が
分
担
す
る
。
祭
り
の
当
日

は
、
朝
の
５
時
か
ら
し
め
縄
に
飾

り
付
け
を
行
い
、
終
わ
る
と
し
め

縄
を
谷
に
渡
す
と
言
う
。
こ
の
日

は
、
地
元
の
人
々
と
一
緒
に
飾
り

作
り
か
ら
参
加
し
て
い
た
越
知
中

学
校
の
生
徒
と
先
生
が
、
し
め
縄

の
下
の
小
さ
な
橋
の
上
で
、
祭
り

の
”小
宴
会
“
を
催
し
て
い
て
、

祭
り
に
一
層
和
や
か
な
雰
囲
気
を

添
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
雰
囲

気
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
七
夕
祭
り

に
携
わ
る
地
元
の
人
々
が
い
つ
ま

で
も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
っ
て
、

今
後
幾
久
し
く
七
夕
の
行
事
が
続

い
て
欲
し
い
と
願
い
つ
つ
、
そ
の

場
を
去
り
難
く
し
ば
ら
く
観
覧
さ

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
っ
た
が
、

現
実
は
深
刻
で
あ
っ
た
。

「
（
七
夕
祭
り
も
）
今
後
い
つ
ま

で
続
く
だ
ろ
う
か
？
　
自
分
た

ち
が
死
ん
だ
ら
終
わ
り
・
・
・
」

「
後
世
に
伝
え
た
い
が
、
若
い
後

継
者
が
い
な
い
・
・
・
」

（
西
浦
区
長
・

斎
藤
秀
夫
氏
）

越
知
町
と
し
て
も
、
何
と
か
後

継
者
を
育
成
し
、
地
域
に
伝
わ
る

貴
重
な
風
習
・
歴
史
を
絶
や
す
こ

と
な
く
後
世
に
継
承
し
て
い
っ
て

欲
し
い
も
の
で
あ
る
と
念
じ
つ
つ

そ
の
場
を
後
に
し
た
。

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

学
芸
員
　
安
井
敏
夫
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「
七
夕
」  

さ
る
８
月
７
日
（
旧
暦
７
月
７

日
）
に
、
桐
見
川
の
三
地
区
で
古

く
か
ら
伝
わ
る
大
変
風
情
の
あ
る

「
七
夕
」
が
行
わ
れ
た
。

「
七
夕
」
が
行
わ
れ
た
の
は
、

西
浦
・
潰
野
（
桐
見
川
一
区
）
・

下
の
谷
地
区
で
、
規
模
の
違
い
は

あ
る
が
、
飾
り
付
け
を
し
た
し
め

縄
を
谷
に
渡
す
と
い
う
ス
タ
イ
ル

の
一
風
変
わ
っ
た
七
夕
で
あ
る
。

特
に
、
西
浦
地
区
の
も
の
は
、
ス

ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
集
落
側
か
ら

谷
を
挟
ん
で
対
岸
の
檜
の
自
然
木

に
張
っ
た
し
め
縄
の
長
さ
は
100
r

以
上
に
も
及
ぶ
実
に
壮
大
で
芸
術
．
．

的．
な
も
の
で
あ
る
。

西
浦
の
七
夕
飾
り
は
、
色
鮮
や

か
な
五
色
の
幣へ

い

（
赤
・
黄
・
緑
〜

青
・
白
・
紫
）
を
主
に
、
両
端
の

”ボ
ウ
ト
ウ
“
と
呼
ば
れ
る
房
の

よ
う
な
も
の
（
災
い
を
払
う
た
め

の
も
の
ら
し
い
が
、
馬
を
洗
う
ブ

ラ
シ
と
い
う
説
も
あ
る
）
の
間
に

薄
板
で
作
っ
た
機
織

は
た
お
り

の
道
具
も
し

く
は
そ
れ
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ

る
飾
り
（
刀
・
包
丁
・
糸
巻
き
・

菱ひ
し

）
、
そ
れ
に
、
藁わ

ら

で
綯な

っ
た

馬
・
犬
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
飾

り
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
え
る

に
は
、「
七
夕
」
と
は
そ
も
そ
も

何
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

調
べ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

「
七
夕
」
と
は
、
五
節
句
〔
旧

暦
１
月
１
日
、
３
月
３
日
、
５
月

５
日
、
７
月
７
日
、
９
月
９
日
〕

の
一
つ
で
、
牽
牛
星

け
ん
ぎ
ゅ
う
せ
い

（
彦
星
）
と

織
女
星

し
ょ
く
じ
ょ
せ
い

（
織
姫
）
を
祭
る
行
事

〔「
七
夕

し
ち
せ
き

」〕
で
あ
る
。
中
国
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
牽
牛
・
織
女
星
の

伝
説
と
、
そ
れ
か
ら
発
達
し
た

「
乞
巧
奠

き
っ
こ
う
で
ん

」【
技
巧
を
乞
う
奠
（
祭
）】

の
習
俗
が
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら

伝
来
し
、
こ
れ
に
日
本
古
来
の

「
棚
機
つ
女
」（
た
な
ば
た

．
．
．
．

つ
め：

機
を
織
る
女
）
の
伝
説
と
が
結
び

つ
い
て
宮
中
で
行
わ
れ
た
の
に
始

ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
乞
巧

奠
」
で
は
、
竹
竿

た
け
ざ
お

に
糸
（
麻
苧

あ
さ
お

）

を
か
け
て
願
い
事
（
主
と
し
て
手

芸
・
芸
能
の
上
達
）
を
星
に
祈
る

と
か
な
え
ら
れ
る
と
言
わ
れ
、
当

初
平
安
貴
族
の
間
で
流
行
し
た

が
、
近
世
（
江
戸
時
代
）
に
は
民

間
に
も
普
及
し
て
い
き
、
軒
先
に

立
て
た
笹
竹
に
詩
歌
を
書
い
た
短

冊
を
結
ぶ
現
在
の
よ
う
な
「
七
夕
」

の
原
型
が
で
き
あ
が
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

そ
も
そ
も
古
来
中
国
で
は
、
牽

牛
星
は
”農
業
の
時
期
を
知
る
目

安
“
と
し
て
、
織
女
星
は
”養
蚕

等
の
仕
事
を
司
る
“
と
い
う
信
仰

が
あ
り
、「
乞
巧
奠
」
で
は
女
性

は
裁
縫

さ
い
ほ
う

の
上
達
を
祈
っ
た
と
言
わ

れ
る
。

桐
見
川
地
区
の
伝
承
で
は
、
彦

星
は
刀．
を
差
し
て
馬．
に
乗
っ
て
や

っ
て
来
て
、
し
め
縄
の
上
で
織
姫

と
出
会
い
、
そ
こ
で
織
姫
は
機
織

機
で
彦
星
に
着
物
を
織
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
七
夕
の
飾
り
付
け
に

は
、
こ
の
謂
れ
が
基
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ

が
す
べ
て
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
飾
り
付
け
は
機
織

が
上
達
す
る
こ
と
を
願
う
た
め
に

機
織
機
の
部
品
を
抽
象
化
し
た
も

の
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

伺
わ
れ
、
潰
野
地
区
の
七
夕
に
は
、

糸
巻
き
・
菱
の
他
に
、
西
浦
や
下

の
谷
地
区
に
は
見
ら
れ
な
い
機
織

の
筬お
さ

や
糸
車
の
輪
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
と
思
わ
れ
る
飾
り
付
け
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
吊
る
さ
れ
て
い
る
刀
や
包

丁
も
機
織
機
の
部
品
の
一
部
で
は

な
い
か
と
い
う
見
解
も
あ
る
が
、

刀
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
悪
魔
除
け

の
道
具
に
転
じ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
し
、
あ
る
い
は
単
純
に
彦
星

が
身
に
付
け
て
い
た
こ
と
に
基
づ

く
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
こ
れ
ら
機
織
に
基
づ
く

飾
り
付
け
の
他
に
、
藁
で
綯
っ
た

馬
や
犬
が
あ
る
が
、
馬
に
関
し
て

は
オ
ス
・
メ
ス
が
い
る
（
西
浦
地

区
で
は
か
つ
て
は
両
方
あ
っ
た
が

現
在
は
な
い：

中
性
で
1
頭
だ

け
）
こ
と
か
ら
子
孫
繁
栄
を
願
う

た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
下
の
谷
で
は
、
馬
・
犬

の
他
、
タ
イ
モ
・
ホ
ウ
ズ
キ
・
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
（
本
来
は
キ
ビ
）
な

ど
の
野
菜
・
穀
物
が
飾
ら
れ
て
い

て
、
こ
ち
ら
の
方
は
現
在
一
般
家

庭
で
行
わ
れ
て
い
る
七
夕
の
飾
り

付
け
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
口
に
「
七
夕
」

と
言
っ
て
も
、
同
じ
桐
見
川
地
区

の
中
で
も
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
飾

り
付
け
も
微
妙
に
異
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
示
す
意
味
を
正
確
に
理
解

す
る
の
は
難
し
い
。
加
え
て
、
途

中
で
行
事
が
中
断
し
た
り
、
祭
り

に
詳
し
い
者
が
い
な
く
な
っ
た
り

す
る
と
、
本
来
の
ス
タ
イ
ル
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
た
り
変
わ
っ
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
る
。

西
浦
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

七
夕
の
歴
史
は
、
少
な
く
と
も
明

治
以
降
（
一
説
で
は
江
戸
時
代
後

期
）
に
ま
で
遡

さ
か
の
ぼる

と
い
う
。
七
夕

祭
り
の
準
備
は
１
週
間
前
か
ら
始

ま
り
、「
し
め
縄
綯
い
」
を
男
性
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赤
土
ト
ン
ネ
ル
を
越
し
て
越
知

町
に
入
る
。
商
店
街
に
入
る
と
色

と
り
ど
り
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
学
校

に
向
か
っ
て
い
る
。
つ
い
最
近
ま

で
は
、
赤
と
黒
の
ラ
ン
ド
セ
ル
だ

っ
た
の
に
、
こ
こ
数
年
ラ
ン
ド
セ

ル
の
色
が
変
っ
た
。
薄
い
ブ
ル
ー

に
ピ
ン
ク
、
オ
レ
ン
ジ
に
グ
リ
ー

ン
。
黄
色
に
茶
色
。

高
知
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
し
て
い
た
頃
に
は
、
赤
と
黒

だ
っ
た
。
高
知
市
の
小
学
校
一
年

生
の
親
子
学
習
会
に
呼
ば
れ
て
講

演
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

「
ど
う
し
て
女
の
子
の
ラ
ン
ド

セ
ル
は
赤
で
、
男
の
子
は
黒
な

の
？
」

と
聞
く
と
、
す
か
さ
ず

「
そ
う
決
ま
ち
ゅ
う
が
」

と
答
え
が
か
え
っ
て
き
た
。

「
ど
う
し
て
？
」

な
お
食
い
下
が
る
と
、

「
ず
ー
と
前
か
ら
、
赤
は
女
の

子
の
色
、
黒
は
男
の
子
の
色
で
。

ず
ー
と
前
か
ら
で
。
お
ば
ち
ゃ
ん
、

そ
ん
な
こ
と
知
ら
ん
が
か
え
」

と
い
う
。
生
活
の
中
で
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
子
ど
も
た
ち
に

教
え
て
き
た
こ
と
の
大
変
さ
を
感

じ
た
。

小
学
校
の
児
童
玄
関
か
ら
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元

気
で
大
き
な
声
を
残
し
て
自
分
の

教
室
へ
と
向
か
う
。
や
さ
し
く
伸

び
伸
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う

願
い
な
が
ら
後
姿
を
追
う
。

ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
に
は
、
何
を

入
れ
て
く
る
ん
だ
ろ
う
。
い
つ
も

思
う
。

「
教
科
書
に
ノ
ー
ト
。
下
敷
き

に
鉛
筆
。
ド
リ
ル
に
体
操

服
・
・
・
」

次
々
と
答
え
が
返
っ
て
く
る
。

そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か
。
う
つ
む
き

加
減
に
教
室
に
入
っ
て
く
る
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
「
お
は
よ
う
」
の

声
は
か
す
れ
が
ち
で
あ
る
。
何
も

い
え
な
い
子
ど
も
た
ち
も
い
る
。

あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
。
そ
れ

だ
け
だ
ろ
う
か
。

「
校
長
先
生
に
は
、
よ
く
あ
い

さ
つ
を
す
る
」

と
、
よ
く
言
わ
れ
る
。
私
に
だ
け

で
は
な
く
、
越
知
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
は
、
誰
に
で
も
よ
く
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
。

私
は
、
あ
い
さ
つ
は
心
の
状
態

と
合
わ
せ
鏡
だ
と
思
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
お
は
よ
う
」
の
後
に

続
く
言
葉
を
共
有
し
て
、
は
じ
め

て
あ
い
さ
つ
は
で
き
る
も
の
で
あ

る
。「

お
母
ち
ゃ
ん
、
お
風
邪
治
っ

た
の
？
」

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
う
ち
に

帰
っ
た
？
」

「
大
き
な
声
で
、
あ
い
さ
つ
し

て
く
れ
て
う
れ
し
い
」

そ
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
子
ど
も
を
育
て
る
。

力
な
げ
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
置
い

た
子
ど
も
に
声
を
か
け
る
。

「
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
？
」

ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
に
、
子
ど
も

達
は
学
用
品
以
外
に
、
実
に
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
を
詰
め
込
ん
で
学
校

に
来
る
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
病
気
に
な

っ
た
」

「
お
父
ち
ゃ
ん
と
お
母
ち
ゃ
ん

が
夕
べ
け
ん
か
し
て
、
お
母
ち
ゃ

ん
が
朝
家
に
い
な
か
っ
た
」

「
や
っ
ち
ゃ
ん
と
け
ん
か
を
し

た
。
今
日
は
あ
そ
ん
で
く
れ
ん
ゆ

う
た
」

・・・

子
ど
も
た
ち
の
、
そ
の
一
つ
ひ

と
つ
と
向
か
い
合
い
な
が
ら
、
今

日
も
始
業
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。

「
み
ん
な
は
ね
、
お
家
の
人
や

地
域
の
人
た
ち
み
ん
な
が
守
っ
て

く
れ
て
る
か
ら
幸
せ
な
ん
で
。
よ

か
っ
た
ね
」

そ
う
話
し
な
が
ら
、
か
つ
て
出

会
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
思
い
を
は

せ
る
。
二
十
二
歳
で
教
職
に
つ
い

て
か
ら
、
何
千
人
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
。
私
の
出
会
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
私
と
出
会
っ
て
幸
せ
だ
っ

た
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
今
、
彼
や

彼
女
た
ち
は
幸
せ
だ
ろ
う
か
。

ラ
ン
ド
セ
ル
に
詰
め
込
ん
だ
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
悲
し
み
を
丸

ご
と
受
け
取
っ
て
今
日
も
学
校
が

は
じ
ま
る
。
そ
し
て
、
学
校
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
ラ
ン
ド
セ

ル
に
詰
め
込
ん
で
、
子
ど
も
た
ち

は
学
校
か
ら
帰
る
。

「
ま
た
、
あ
し
た
ね
」

そ
の
言
葉
に
続
く
言
葉
を
期
待

し
て
今
日
が
暮
れ
る
。

何
色
も
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
で
き

て
も
、
女
の
子
は
黒
、
男
の
子
は

赤
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
持
た
な
い
。

ど
う
し
て
だ
ろ
う
。

も
う
一
人
の
私
が
ク
ス
リ
と
笑

う
。
こ
だ
わ
ら
な
い
。
こ
だ
わ
ら

な
い
。
今
の
ま
ま
で
い
い
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
る
よ
。

子
ど
も
は
宝
物
。
今
、
見
え
て

い
る
所
が
す
べ
て
じ
ゃ
な
い
。
今
、

ど
こ
を
見
る
の
か
。
今
、
ど
こ
を

見
せ
て
い
る
の
か
。
お
と
な
は
、

ど
う
判
断
す
る
の
か
。
子
ど
も
た

ち
に
何
を
見
せ
る
の
か
。
そ
の
こ

と
が
大
切
。

傘
を
さ
し
て
家
路
に
急
ぐ
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
ま
ぶ
し
い
。

（
子
ど
も
と
人
権
）

「
ラ
ン
ド
セ
ル
の
な
か
み
、
知
っ
て
る
？
」

越
知
小
学
校
　
校
長

山
中
　
千
枝
子
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今
月
の
母
子
保
健
事
業

＊募集・案内＊

10
月
の
母
子
保
健
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。
乳
幼
児
の
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
方
を
対

象
に
行
い
ま
す
。
昨
年
は
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
雰
囲
気
で
勝
ち
負
け

は
関
係
な
く
、
日
頃
の
運
動
不
足

を
解
消
す
る
た
め
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
行
い
大
変
好
評
で
し
た
。
今
回

も
引
き
続
き
行
い
ま
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

10
月
28
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
半（
直
接
実
施

場
所
ま
で
起
こ
し
く
だ
さ
い
。）

※
行
く
便
が
な
い
方
は
、午
後
０
時

45
分
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

階
ロ
ビ
ー
に
お
い
で
く
だ
さ
い
）

【
実
施
場
所
】

町
民
総
合
運
動
場
（
丸
山
体
育
館
）

【
内
容
】

○
育
児
相
談
（
身
長
・
体
重
測
定

な
ど
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う

【
持
参
す
る
も
の
】

※
計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康

手
帳
、
保
険
代
50
円
程
度

※
３
時
ご
ろ
お
や
つ
の
時
間
を
設

け
て
お
り
ま
す
が
、
お
茶
、
お

子
さ
ん
の
お
や
つ
は
各
自
が
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
さ
れ
た
い
方
は
、
当
日
保

険
を
掛
け
ま
す
の
で
、（
手
続

き
上
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん
の

お
名
前
が
必
要
で
す
）
恐
れ
い

り
ま
す
が
、
10
月
23
日
（
木
）

ま
で
に
次
の
連
絡
先
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
過
ご
し
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
月

も
「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」
へ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

☆
★
10
月
の
予
定
☆
★

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

15
日
（
水
）

お
庭
で
遊
ぼ
う
！

※
雨
天
時
は
室
内
遊
び
で
す
。

24
日
（
金
）

誕
生
会

29
日
（
水
）

絵
本
を
楽
し
も
う
！

※
親
子
読
書
の
楽
し
さ
を
味
わ

っ
て
み
よ
う
！

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

越
知
保
育
園

運運
動動
会会
のの
ごご
案案
内内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
育
園
の
運
動
会
に
一
緒
に
参
加

し
て
、
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
土
産
も
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
気
軽
に
遊
び
に
き
て

ね
！

【
日
時
】

10
月
４
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

町
民
会
館
多
目
的
運
動
広
場

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
吉
本
・
徳
弘

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

運
動
会
に
お
い
で
よ
！

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
幼
稚
園
で
も

運
動
会
を
し
ま
す
。
か
け
っ
こ
や

リ
ズ
ム
、
祖
父
母
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
種

目
な
ど
、
い
ろ
ん
な
種
目
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
小
さ
い
お
友
達
も

参
加
で
き
る
種
目
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
お
い
で
て
く
だ
さ
い

ね
。

【
日
時
】

10
月
５
日
（
日
）

午
前
９
時
〜

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園
園
庭

＊
雨
天
の
場
合
は
町
民
会
館
多

目
的
運
動
広
場

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
幼
稚
園

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
７
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　『虹色の里横畠』では、今年も恒例＆好評の第６回『いも煮会』を行います。爽やかな秋空
のもと、のどかな景色の中で秋の一日をゆっくりのんびりしてませんか？�
　旬の食材を使った料理や里山の恵を使った田舎体験、散策など・・・楽しいこと盛りだくさ
んで待ってます♪�
�
○青空の調理体験�
　竹筒で炊くむかごご飯、田楽・焼き芋・アメゴの塩焼きなど�
　※参加者で手分けして調理します。�
�
○のんびり田舎体験メニュー�
　① 竹細工（竹とんぼ・竹ぼうき） �
　②苔玉づくり３００円（３０人限定）�
　③草履づくり５００円（２０人限定）�
　④散策～大山祇神社の絵馬・彫刻（町文化財）～�
　※お申し込みの際、希望するメニューを選んでお伝えください�
�
【日　　時】１０月２６日（日）雨天決行　午前１０時開始 ～ 午後３時解散予定（受付は午前９時～）�
【場　　所】越知町横畠　薬師堂　（横畠小学校運動場）�
【参  加  費】中学生以上　２５００円、小学生　１０００円、小学生未満無料�
【締　　切】１０月１７日（金）　先着150名�
【主　　催】「虹色の里横畠｣　代表　大原 泰生�
【申込事項】お名前・ご住所・電話番号・希望する体験メニュー※人数に限りがありますので、必ず事前に
　　　　　　お申し込みください�
◆お申し込み・お問い合わせ先　産業建設課　TEL２６－１１０５　FAX２６－０６００�
�
   �
�
�
　横畠地区は、清流仁淀川の中流域に位置する高知県越知町の山里で、�
仁淀川を見下ろす南向きの斜面という恵まれた地域です。ここにはお�
いしい水ときれいな空気があり、暖かな太陽の恵みを受けたおいしい�
作物が実ります。�
　そんな横畠地区を愛する地元有志で結成している地域活性化グループ�
「虹色の里横畠」から、横畠で採れたごちそうなどをたっぷり詰め合�
わせた「ふるさと便」をお届けします。�
�
◎発送時期　１２月２２日（月）発送予定�
◎内　　容　横畠地区で採れた旬の野菜など約１０種類を選りすぐり。損はさせません！�
◎数　　量　限定６０個（予定の数量になり次第終了します）�
◎発送方法　郵便局の「ゆうパック」で送付させていただきます。�
◎金　　額　４，０００円（送料を含みます）�
◎申込方法　１0月２６日（日）実施の虹色の里横畠芋煮会会場にて受け付けます。�
◎支払方法　いも煮会参加者は、申込受付時に現金払いでお願いします。�
【郵便振込みの方】記号 16490 番号 11159461　口座名義　虹色のさと横畠　代表者　大原 泰生�
※振込期限の12/1２（金）までに振込みが確認できない場合は発送できませんのでご注意ください。�
◆お申し込み・お問い合わせ先　「虹色の里横畠」代表　大原泰生　ＴＥＬ26－0096（FAX共通）�

みんなぁで横畠に集まってワイワイしてみんかぇ～�

虹色の里横畠　いも煮会参加者募集 虹色の里横畠　いも煮会参加者募集 

虹色の里横畠ふるさと便�虹色の里横畠ふるさと便�
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宮
の
前
公
園
コ
ー
ス

【
日
　
時
】

10
月
13
日
（
月
）

午
前
９
時
20
分

越
知
駅
前
集
合

午
後
４
時

帰
着
予
定

【
経
　
路
】

越
知
―
宮
の
前
公
園
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
豚
汁
を
作
る
の
で
茶
碗
を
持
参

す
る
こ
と

・
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
中
の
た
め
昼

食
は
各
自
で
と
る
こ
と

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り
と
す
る

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

矢
野

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
５
８

越
知
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
加
盟
店
か
ら
の
お
知
ら
せ

８
・
９
月
に
募
集
し
ま
し
た

「
エ
コ
バ
ッ
グ
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
に

多
数
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
選
者
45
名

に
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
加
盟
店
会

主
催
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

行
き
先
決
定

【
開
催
日
】
10
月
25
日
（
土
）

【
内
容
等
】
吉
海
町
バ
ラ
園
と
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
工
場
見
学
　
　
　
　

※
参
加
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ
と

は
折
込
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
予
定

11
月

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

12
月

ク
リ
ス
マ
ス
交
換
会

※
詳
し
い
こ
と
は
折
込
チ
ラ
シ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
加
盟
店
会

（
越
知
町
商
工
会
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
８
１

子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す

い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐

待
な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心

と
な
っ
て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

昼
間

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　

び
ゃ
く
れ
ん
（
佐
川
町
）

夜
間

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０
―
０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
２
―
６
５
０
５

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
３
３
―
２
９
２
２

広
報
お
ち
で
は
、「
み
ん
な
の

広
場
」
へ
掲
載
す
る
記
事
・
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

投
稿
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
は
じ
め
て
の
お
誕
生
日

●
文
芸
（
俳
句
・
短
歌
な
ど
）

●
サ
ー
ク
ル
入
会
者
の
募
集

●
地
域
で
お
こ
っ
た
身
近
な
話

題
・
楽
し
い
話
題
な
ど
　
　

●
そ
の
他

投
稿
テ
ー
マ
で
「
こ
ん
な
の
は

ど
う
か
な
？
」
と
い
う
場
合
は
担

当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

★
投
稿
方
法

郵
送
・
持
ち
込
み
・
FAX
・
E
メ
ー

ル
な
ど
方
法
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
広
報
係
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

広
報
お
ち
へ

投
稿
し
ま
せ
ん
か
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日
１
２

４

５
６
９
１０

１５

１６

１７

１９
２０
２１
２３
２４

２７

２８
２９

３０

集　合　時　間
8：30～ 9：15
13：30～
10：00～
9：30～
9：00～
9：40～
10：00～
13：30～
9：40～
8：30～ 9：15
9：30～
7：30～
7：30～
10：00～15：00
7：30～
7：30～
7：30～
10：00～
9：30～
13：30～
8：30～ 9：15
13：00～
9：30～
10：00～
10：00～

場　　　所
役場
保健福祉センター
鎌井田老人里の家
町民会館多目的運動場
越知幼稚園
宮ヶ奈路集会所
桐見川ふれあいの里
五味集会所
日ノ浦集会所
役場
越知保育園
保健福祉センター
保健福祉センター
役場
保健福祉センター
保健福祉センター
保健福祉センター
南ノ川集会所
越知保育園
筏津集会所
役場
丸山体育館
越知保育園
中大平公民館
桐見川2区公民館

曜
水
木

土

日
月
木
金

水

木

金

日
月
火
木
金

月

火
水

木
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備　考

対象H20.6.1～H20.8.31
JAコスモス
１６ページ参照
１６ページ参照

社会福祉協議会
JAコスモス
JAコスモス

１６ページ参照

６ページ参照

社会福祉協議会
１６ページ参照

１６ページ参照

社会福祉協議会

種　　　　　目
犬・猫の引取日
離乳食講習会
ミニデイ（鎌井田）
越知保育園運動会
越知幼稚園運動会
健康相談
ミニデイ（桐見川1区）
ミニデイ（五味）
ミニデイ（日ノ浦）
犬・猫の引取日
なかよしひろば（お庭で遊ぼう）
総合健診
総合健診
行政相談
総合健診
総合健診
総合健診
ミニデイ（南ノ川）
なかよしひろば（誕生会）
健康相談
犬・猫の引取日
育児相談・母子保健事業
なかよしひろば（絵本を楽しもう）
健康相談
ミニデイ（桐見川2区）

行事カレンダー10月

第
六
十
三
回
越
知
短
歌
会

「
も
ん
た
ぞ
ね
」
声
を
聞
き
た
し
母
待
つ
と
灯
す
と
も
し
び
ゆ
ら
め
く
な
か
に

廣
見
　
正
子

過
疎
す
す
む
吾
が
ふ
る
里
の
集
落
に
新
築
は
な
る
若
者
の
い
て

結
城
　
多
良
子

脱
け
殻
は
庭
の
花
木
に
あ
ま
た
あ
り
と
き
た
ま
の
声
暑
さ
変
わ
ら
ず

井
上
善
三
郎

若
者
は
今
朝
も
挨
拶
返
さ
な
い
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
の
横
向
く
道
に宮

橋
　
敏
機

集
落
に
三
十
年
ぶ
り
の
踊
り
歌
リ
ズ
ム
わ
が
身
に
蘇
り
く
る

井
上
　
美
智

人
形
展
「
昭
和
の
こ
ど
も
た
ち
」
遠
き
日
の
父
母
姉
弟
居
り
そ
う
な
そ
こ
に

益
　
　
法
子

子
供
ら
の
歓
声
消
え
し
小
森
淵
ア
キ
ア
カ
ネ
の
影
崩
さ
ず
流
る坂

折
　
遊
児

八
十
五
歳
山
と
言
は
れ
し
を
間
な
く
越
え
む
道
に
赤
あ
か
と
実
る
ゴ
ン
ズ
イ

楠
瀬
　
兵
五
郎

ご
自
分
の
歌
を
創
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
誰
に
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
楽

し
い
で
す
よ
。
短
歌
に
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
役
場
前
の
「
本
の
森
図

書
館
」
へ
遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

越
知
短
歌
会
世
話
役
　
宮
橋
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お 名 前 武
たけ

智
ち

斗
と

我
わ

生年月日 平成19年10月2日
性　　別 男
両　　親 武智　久幸・克子
住　　所 越知町9区
メッセージ
誕生日おめでとうé
ハルクがいちごケーキこうちゃおきね£

お兄ちゃんより

お 名 前 中内
なかうち

祐
ゆう

花
か

生年月日 平成19年9月8日
性　　別 女
両　　親 中内　政志・夏香
住　　所 越知町4区
メッセージ
健康ですくすくと育ってね。父母より

８
月
23
・
24
日
に
野
市
青
少
年
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
23
回
高
知
県
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
夏
季
大
会
で
低
学
年

の
部
（
５
年
生
以
下
）
で
、
小
学
生
バ

レ
ー
越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
が
見
事
、
初

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
７
日
に
高
知
市
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
た
第
26
回
高
知
市
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
夏
季
大
会
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
マ
ル
ニ
杯
で
は
、
高
学
年
の
部

（
６
年
生
中
心
）
で
、
準
優
勝
、
低
学
年

の
部
で
、
３
位
を
収
め
ま
し
た
。

西
森
朱
里
キ
ャ
プ
テ
ン
（
越
知
小
６

年
生
）
は
「
少
学
生
バ
レ
ー
で
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
が
で
き
る
の
は
あ
と
わ
ず
か

で
す
が
、
卒
業
す
る
ま
で
に
は
、
高
、

低
と
も
優
勝
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん
な

で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
尾
崎
健
監
督
と
松
岡
雅
之
コ
ー

チ
か
ら
は
、「
今
、
こ
の
光
輝
い
て
い
る

可
愛
い
天
使
達
の
灯
が
消
え
な
い
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
導
い
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
関
係
者
、
地
域
の
皆
様

の
、
温
か
い
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
で
は
現
在
部
員

を
募
集
中
（
特
に
４
年
生
）
で
す
。
詳

し
く
は
、
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務

局
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０
）
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
大
健
闘

小
学
生
バ
レ
ー

第23回高知県小学生バレーボール夏季大会

第26回高知市小学生バレーボール夏季大会




